
第２回委員会意見に基づく補足説明

第３回 越前市都市計画マスタープラン策定及び立地適正化計画改定委員会

令和５年３月２４日

資料 １



1

越前たけふ駅周辺整備の経緯
旧称：南越駅（仮称）
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新幹線駅周辺土地利用方針の経緯（時系列）

年・月 名称 南越駅（仮称）周辺の位置付け等
平成１０年３月 武生市

都市計画マスタープラン
「新規機能導入拠点の形成」
・流通・業務機能を主体とする新規機能
の導入を検討
・パークアンドライド駐車場を整備した
自動車交通との結節機能の強化
・当分の間は農地として維持・保全

平成１５年４月 南越駅周辺整備計画書 「交流促進の起点　南越駅周辺地域」
基本テーマ：
広域交通拠点としてのまちづくり
オプションテーマ
（社会情勢等を踏まえて誘導）
１.広域交流起点型のまちづくり
２.広域高次都市機能形成型のまちづくり
３.田園居住型のまちづくり

平成２０年３月 越前市
都市計画マスタープラン

「新広域交流創出ゾーン」に指定
・当面は宅地開発を抑制

平成２９年３月 越前市
都市計画マスタープラン
（改定）

新広域交流創出ゾーン北側のL型アクセス
道路に囲まれるエリアを「広域高次都市
機能誘導地区」に指定
・県域を超える多様な利用者を対象
・開発の抑制手法として特定用途制限地
域に言及

平成３０年１０月 特定用途制限地域の指定 広域高次都市機能誘導地区を中心とした
約４８haにおいて、自己用の住宅と農業
関連施設以外の建物を制限

令和２年３月 南越駅周辺
まちづくり計画

「フォレストシティ＆越前市版スマート
シティ」をまちづくりの理念とする
・１００haの土地利用ゾーニングを示す
・開発ルール等の必要性について言及

令和３年４月
（予定）

新幹線駅周辺
まちづくりガイドライン

開発時の約束事である「開発方針」と、
まちづくりを進めるための「開発手順」
を示した、まちづくりに参画するための
仕組み

令和３年４月
（予定）

地区計画の指定
建築制限条例の施行

・風俗施設・遊戯施設の制限
・一部地域で敷地面積の最低基準を設定

令和３年４月
（予定）

特定用途制限地域の廃止 地区計画の設定により、従来の特定用途
制限地域を廃止

旧

武
生
市

越
前
市

資料 １０
令和３年３月２２日（月）
第６回南越駅周辺整備
開発ルール等検討委員会
「資料１０」
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令和３年３月２２日（月） 第６回南越駅周辺整備開発ルール等検討委員会「資料９」

平成２０年３月
都市計画マスタープラン 新広域交流創出ゾーン

平成２９年３月
都市計画マスタープラン（改定）

広域高次都市機能誘導地区
越前市の中での南越駅周辺
の位置付けを明確化 平成２７年１２月（企画部）

南越駅周辺整備基本計画

土地利用方針 具現化

アクセス道路・駅前広場・
パーク＆ライド駐車場・
道の駅

平成３０年１０月
特定用途制限地域土地利用の方針が定まるま

で開発を規制

令和２年３月
南越駅周辺まちづくり計画 フォレストシティ

越前市版スマートシティ
まちづくりの方向性と土地
利用の方針

地区計画

令和３年４月
新幹線駅周辺
まちづくりガイドライン

開発のための手引き

用途地域（将来的には）

令和３年３月（産業環境部）
オープンイノベーション推進ビジョン

官民連携プロジェクト

駅周辺整備の具体化に併せ検討

＜令和３年３月末廃止予定＞

新幹線駅周辺土地利用方針の経緯について

方
針
が
定
ま
っ
た
の
で
廃
止

計画に基づき整備

適切な開発の誘導

令和３年～

建物用途の混在を防ぎ良好
で効率的な都市環境を形成

建築制限条例令和３年４月

開発基準・整備指針

セット

地区計画の実行性を確保

（住みよい街づくり推進条例に位置付け）

資料 ９

（建設部）
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令和２年３月策定 「南越駅周辺まちづくり計画」 p.9

第２回委員会「資料４」 p.3

越前たけふ駅周辺のまちづくりの方向性
と土地利用方針は、まちづくり計画策定
の際に議論済
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令和２年３月策定 「南越駅周辺まちづくり計画」 p.10
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令和3年３月策定 「越前市新幹線駅周辺まちづくりガイドライン」 p.3 p.4
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令和3年３月策定 「越前市新幹線駅周辺まちづくりガイドライン」 p.6 p.7
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令和3年３月策定 「越前市新幹線駅周辺まちづくりガイドライン」 p.10



9

令和3年３月策定 「越前市新幹線駅周辺まちづくりガイドライン」 p.18p.19
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拠点と地区
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国土交通省資料より
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第３次産業の密度

出典：都市構造可視化計画＋Google Earth

市役所

あいぱーく今立

（データ基:2014経済センサス）
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夜間人口分布

出典：都市構造可視化計画＋Google Earth

（データ基:2015国勢調査）
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町内 → 地区 → 都市
越前市１７地区

地区内にも拠点がある

公民館、小学校の周辺
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総合計画



16

越前市総合計画２０２３（案）
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越前市総合計画２０２３（案）
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拠点

第２回委員会「資料１」p.１３一部抜粋

越前市総合計画２０２３（案）
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中心拠点
持続可能なまちづくりに向けた研究

住居系用途地域の拡張は考えていない

用途地域の外縁部の宅地化が完了する前に、
中心部への居住誘導手法を研究する必要性

魅力の向上
訪問者の増加
空地・空き家の利活用
土地・建物の流動性
残すべき「まちなみ」
住みよい住環境の再構築

第２回委員会「資料６」p.１４に加筆

第２回委員会「資料８」p.２

第２回委員会「資料８」p.３

未来への可能性
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地域拠点
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地域拠点の土地利用の状況 (１)

地域拠点

■ 土地利用現況 （R3）

改変中の土地
建物跡地
・・・・等

市役所
小中学校
病院
神社
寺院
・・・・等
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地域拠点の土地利用の状況 (２)

地域拠点

※低未利用地 ： 農地、平面駐車場、都市的未利用地

■ 低未利用地の分布状況 （R3）
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地域拠点の土地利用の状況 (３)

●土地利用構成比の推移

・公益施設用地が減少し、商業用地が増加
・低未利用地は、平成28年とほぼ同じ面積で推移
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地域拠点

まちなか今立の文化と伝統の継承

歴史が見えるまちづくり

空地の目立った増加は見ら
れないが、空き家が増えてい
るため、利活用を模索

第２回委員会「資料８」p.４

第２回委員会「資料８」p.５

ふるさとへの誇りと愛着
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広域交通拠点

交通の拠点

適切な開発の誘導

広域高次都市機能

第２回委員会「資料８」p.６

次世代交流拠点の整備
＜越前たけふ未来創造基地（仮称）＞

（県域を超える多様な利用者を対象とする広域交流及び連携拠点）

越前市総合計画２０２３（案）
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協議事項
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都市計画マスタープランの範囲

越前市という都市基盤が安定している

その上で営まれる生活が充実している

だから個人の内面が良好である

拠点
都市施設
都市防災

働くところ（就労）
住むところ（居住）
学ぶところ（教育）
都市機能増進施設

道路、公園、河川

ダム
土砂災害対策

精神的、身体的、社会的に良好な状態
（＝ウェルビーイング）

先端産業、伝統、文化

自然、風景、景観、まちなみ

住んでいて幸せ

医療、福祉、商業等

都市計画マスタープランの範囲

個人の内面や民間事業に言及はできない

「住み続けられるまち越前」を実現するために、都市という土台をどうしていくのかという計画

住み続けられるまち越前
ここでこれからも生活していこうと思える幸せなまち

安全安心文化
自然

重点検討項目２（２） 都市と自然との調和

ウェルビーイング（幸福実感）のまち

幸福実感

第２回委員会「資料７」p.9 一部修正

つながり
人と人とのつながり
人と都市とのつながり
地域と地域のつながり

居場所・舞台

ネットワーク
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都市計画マスタープランの内容

「住み続けられるまち越前」を実現するために、都市という土台をどうしていくのかという計画

課題

住み続けられるまち越前
ここでこれからも生活していこうと思える幸せなまち

目指すべき方向

まちの維持 ／ 継承と順応

内容

「持続可能な都市形態」の具体化

～文化・自然～

第２回委員会「資料７」p.10 一部修正

未来につなげる「個性の継承」と「時代への順応」
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三拠点の関係性から各地域の波及へ
北陸自動車道 北陸新幹線国道８号

中心拠点

地域拠点

広域交通拠点

居住

観光

味真野地区

国高地区

伝統・文化・観光の三角形

居住

文化

観光

観光

文化

アート

伝統

様々な交流が生まれる場所

観光
波及

居住波及

居住
波及

ビジネス波及

居住波及

観光
波及

三拠点を起点とした都市活力向上
地域の個性を活かした魅力向上

居住・交流・観光の三角形

スポーツ 伝統

ー それを支える安全安心 （都市防災）ー

交通

交流

関係

第２回委員会「資料８」p.7
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三拠点の位置付け確認

三拠点の関係性整理

各地域への波及効果

第１回委員会

第２回委員会

第２回委員会

重点検討項目１

目指すべき将来都市像

第３回委員会以降

重点検討項目２

土地利用方針
用途地域

重点検討項目５

地域別構想

重点検討項目３

都市防災
重点検討項目４

都市計画道路

まちの維持／継承と順応

住み続けられるまち越前

「住み続けられるふるさと」を目指して

「持続可能な都市形態」の具体化

都市計画マスタープラン

～文化・自然～

都市活力の向上
地域の個性を活かした魅力向上
都市防災

そのための

第２回委員会「資料８」p.８ 一部修正

第３回委員会で議論を深化


